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審議会ロードマップ

第１回
（6月）

課題の共有

審
議
内
容

求
め
る
意
見

● 前期KPI進捗

● 住民懇、対話の会、

アンケート

● 総合計画方向性案

● 課題認識は妥当か

● 不足している住民の

声はないか

● 方向性は適切か

第２回
（8月）

● 前期KPI進捗

● 総合計画骨子案

● 方向性は適切か

● 優先順位は妥当か

方向性の確認

第３回
（11月）

計画案の確認

● 総合計画素案

● 行財政改革基本指

針、アクションプラン

● 施策、目的、KPI

は適切か

● 行財政改革と整合性

は取れているか

第４回
（12月）

計画案の確認

● 総合計画素案

● 住民懇談会での

意見

● 住民意見は十分に

反映されているか

● 不足している視点や

修正点はないか

第５回
（1月）

答申の検討

● 総合計画現案

● パブリックコメント

● 答申案

● 分かりやすいか

● 将来に責任を持てる

計画か

● 答申案として妥当か

目
的
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前期指標の達成率（ 2026年8月2日時点）

104のKPIの内、達成が 37.5%、未達成が58.7%で、未達成が多い状況
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KPI【未達成】重要施策

人口や財政に関する重要な施策の達成率が低い➡後期で解決するべき課題

*国
勢調
査速
報値
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町全体として優先的に取り組むべき分野 （複数選択可）

n=747

自らの世代向け施策よりも、若い世代の定着・流入と、それを支える財源確保を優先してお

り、将来世代を見据えたまちづくりへの期待と危機感が強く表れている。

総合計画アンケート（回答数 784件）
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定住意向  x 年代

34歳以下の定住意向が著しく低く、進学・就職・結婚など人生の転換期に
選択肢が少ないことを示している可能性が高い。若者流出対策が急務である。



地域活動、共生社会づくり、防災、観光振興など

「暮らしの質」を高める分野では大きな成果が見られた。

一方で、出生数、移住・定住、住宅確保、企業誘致など人口減少

対策に直結する分野では目標達成に至らず、経常収支比率も悪化。

町民の暮らしを今後も支え続けていくために

後期計画では『人口減少対策』『住宅・仕事・教育への投資』

『行財政改革による財源確保』を重点化する必要がある。
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総合計画庁内策定委員会資料
体系図

重要計画体系図
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第6次総合計画全体像

第6次総合計画
（2023~2030年）

基本構想

将来像：世界に展かれた高原の文化都市

重点テーマ：住み続けたいまち　住んでみたいまち　帰りたくなるまちづくり

人口目標：「2045年時点で11,000人の人口目標」、1年あたり120人の人口減少に留める

前期計画
（2023~2026年）

後期計画
（2027~2030年）

1. 人口目標

2. 各施策

1. ミッション、ビジョン、ブランディング

2. 全体KPI
3. 各施策
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体型図基本計画（後期）ミッション、ビジョン、ブランディング
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体型図基本計画（後期）全体 KPI

● 経常収支比率 85%
● 実質公債費比率 14%
● 基金20億円以上
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基本計画（後期）施策


